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問1 藤原頼通が現在の京都府宇治市につくった、極楽浄土の教えによる阿弥陀堂は何ですか。
1. 唐招提寺金堂 2. 平等院鳳凰堂 3. 法隆寺五重塔 4. 東大寺大仏殿

問2 平安時代に紫式部によって書かれた、この時代を代表する小説は何ですか。
1. 徒然草 2. おくのほそ道 3. 枕草子 4. 源氏物語

問3 天皇が成長したあとに、天皇を助けて政治の実権をにぎる役職を何といいますか。
1. 関白 2. 摂政 3. 国司 4. 征夷大将軍

問4 前方後円墳とは、どのような形を組み合わせた古墳ですか。
1. 三角形と円形 2. 二つの円形 3. 四角形と三角形 4. 四角形と円形

問5 聖徳太子が「摂政」という役職に就いて、政治を助けた天皇は誰ですか。
1. 推古天皇 2. 天武天皇 3. 明治天皇 4. 持統天皇

問6 青森県で発見された、縄文時代の建物の跡がのこる有名な遺跡はどれですか。
1. 岩宿遺跡 2. 吉野ヶ里遺跡 3. 三内丸山遺跡 4. 登呂遺跡

問7 中大兄皇子らが大化の改新を始めたのは、どのような国づくりを目指すためですか。
1. 貴族を中心とする国づくり 2. 天皇を中心とする国づくり 3. 豪族を中心とする国づくり 4. 武士を中心とする国づくり

問8 1159年におこった戦いで、勝利した平清盛を中心とする平氏が、藤原氏にかわって政治の実権をにぎるきっかけとなった出来事は何ですか。
1. 応仁の乱 2. 平治の乱 3. 壬申の乱 4. 承久の乱

問9 11世紀前半に、子の頼通とともに藤原氏の最も栄えた時代を築いた人物は誰ですか。
1. 藤原道長 2. 源頼朝 3. 藤原鎌足 4. 平清盛

問10 縄文時代の人々が暮らしていた、地面をほって柱を立ててつくった住居を何といいますか。
1. 高床倉庫 2. 貝塚 3. 竪穴住居 4. 石包丁

問11 藤原氏が栄えたころに、都の貴族を中心に生まれた、優美ではなやかな日本風の文化を何といいますか。
1. 国風文化 2. 天平文化 3. 鎌倉文化 4. 飛鳥文化

問12 弥生時代に、収穫した米を湿気などから守り、安全にたくわえておくために床を高くしてつくられた倉庫を何といいますか。
1. 貝塚 2. 高床倉庫 3. 竪穴住居 4. 古墳

問13 奈良時代に、聖武天皇が仏教の力を使って国を守ろうとして、奈良の都に建てた有名なお寺は何でしょう。
1. 清水寺 2. 法隆寺 3. 東大寺 4. 金閣寺

問14 604年に定められた、政治を行う役人の心構えを示したきまりは何ですか。
1. 墾田永年私財法 2. 大宝律令 3. 冠位十二階 4. 十七条の憲法

問15 聖徳太子が法隆寺を建てた目的として、正しいものはどれですか。

1. 仏教を信仰し、国を平和にするため 2. 争いを起こして、領土を広げるため
3. 外国と貿易をして、国を豊かにする
ため

4. 自分の力を示して、新しい都をつく
るため

問16 奈良時代の役所や遺跡からたくさん見つかっている、荷物につけられた「木の札」のことを何といいますか。
1. 木簡 2. せきばん 3. 土器 4. 和同開珎

問17 律令のもとで人々に課せられた重い負担のうち、労働や布をおさめることとされたものはどれですか。
1. 庸 2. 租 3. 調 4. 税

問18 源氏と平氏の武士団が、朝廷から重く用いられるようになったのはどのような理由からですか。
1. 朝廷の代わりに、外国との貿易をす
べて自分たちで行ったから。

2. 朝廷の命令を受けて、地方の反乱を
しずめるなどして活躍したから。

3. 仏教の教えを広めるために、全国に
たくさんの寺を建てたから。

4. 地方の新しい田畑を開発して、朝廷
にたくさんの税を納めたから。

問19 奈良時代の農民が、都から遠く離れた場所へ兵士として送られたり、土木工事にかり出されたりしたのはなぜですか。

1. 貴族よりも高い給料がもらえたから 2. 農民が自分の意思で希望したから 3. 農業以外の技術を身につけるため 4. 国から決められた義務として働く必
要があったから
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答え合わせ・解説　No.6

問1 答え 2
平等院鳳凰堂

藤原頼通が京都府宇治市に建てた、極楽浄土の教えに基づく阿弥陀堂を平等院鳳凰堂といい
ます。

問2 答え 4
源氏物語

源氏物語は、平安時代に紫式部によって書かれた、この時代を代表する小説です。

問3 答え 1
関白

天皇が成長したあとに、天皇を補佐して政治の実権をにぎる役職を関白といいます。

問4 答え 4
四角形と円形

前方後円墳は、四角形と円形を組み合わせた形をしているのが特徴です。

問5 答え 1
推古天皇

聖徳太子は、推古天皇を助けるために摂政という役職に就いて政治を行いました。

問6 答え 3
三内丸山遺跡

青森県にある三内丸山遺跡では、縄文時代の建物の跡がたくさん発見されました。

問7 答え 2
天皇を中心とする国づくり

大化の改新は、一部の豪族ではなく、天皇を中心とした国づくりを進めるために始められた
改革です。

問8 答え 2
平治の乱

1159年におこった平治の乱で平清盛が勝利したことにより、平氏が政治の実権をにぎるき
っかけとなりました。

問9 答え 1
藤原道長

11世紀前半に、子の頼通とともに藤原氏の最も栄えた時代を築いたのは藤原道長です。

問10 答え 3
竪穴住居

縄文時代の人々は、地面をほって柱を立ててつくった「竪穴住居」に暮らしていました。

問11 答え 1
国風文化

藤原氏が栄えたころに都の貴族を中心に生まれた、優美ではなやかな日本風の文化を国風文
化といいます。

問12 答え 2
高床倉庫

収穫した米を湿気などから守り、安全にたくわえておくために床を高くしてつくられた倉庫
を高床倉庫といいます。

問13 答え 3
東大寺

聖武天皇は、仏教の力を信じ、国を平和にしようと考えました。その中心として奈良に建て
られたのが東大寺であり、そこには巨大な大仏が作られました。国分寺（こくぶんじ）が日
本各地に建てられたのとあわせて、奈良時代の仏教を象徴する施設です。

問14 答え 4
十七条の憲法

604年に定められた、政治を行う役人の心構えを示したきまりを「十七条の憲法」といいま
す。

問15 答え 1
仏教を信仰し、国を平和にするため

聖徳太子は、仏教の教えを広めることで、国を平和にまとめようと考えて法隆寺を建てまし
た。

問16 答え 1
木簡

木に文字を書いて記録する道具を「木簡（もっかん）」といいます。当時はまだ紙がとても
貴重で高価だったため、荷物の送り主や中身を書くために木片が使われていました。この木
簡のおかげで、当時の人たちがどのような生活をしていたのかを詳しく知ることができま
す。

問17 答え 1
庸

租・庸・調のうち、労働や布をおさめる負担のことを「庸」といいます。租は稲、調は特産
物をおさめるものです。

問18 答え 2
朝廷の命令を受けて、地方の反乱をしずめるな
どして活躍したから。

源氏と平氏は、朝廷の命令によって地方の反乱をしずめるなどの役割を果たしたことで、朝
廷から重く用いられるようになりました。

問19 答え 4
国から決められた義務として働く必要があった
から

当時の農民は、自分の土地で農業を行うことに加えて、国に対して決まった義務を果たすこ
とが強く求められていました。そのため、都の建設や寺院の建立、辺境の守りなどの大変な
仕事も、国からの命令があれば逆らうことなく従わなければなりませんでした。


